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６

長
期
療
養
・
在
宅
療
養
支
援
体
制
の
整
備

患
者
等
の
療
養
期
間
の
長
期
化
に
伴
い
、
患
者

等
の
主
体
的
な
療
養
環
境
の
選
択
を
尊
重
す
る
た

め
、
長
期
療
養
・
在
宅
療
養
の
患
者
等
を
積
極
的

に
支
え
る
体
制
整
備
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、国
及
び
都
道
府
県
等
は
、

具
体
的
な
症
例
に
照
ら
し
つ
つ
、
患
者
等
の
長
期

療
養
・
在
宅
療
養
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
配
慮
し
て

い
く
よ
う
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
都
道
府

県
等
に
あ
っ
て
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
地

方
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
及
び
中
核
拠
点
病
院
相
互

の
連
携
に
よ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
下
、
連

絡
協
議
会
等
に
お
い
て
、
各
種
拠
点
病
院
と
地
域

医
師
会
・
歯
科
医
師
会
等
と
の
連
携
を
推
進
し
、

各
種
拠
点
病
院
と
慢
性
期
病
院
と
の
連
携
体
制
の

構
築
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

７

治
療
薬
剤
の
円
滑
な
供
給
確
保

国
は
、
患
者
等
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
治
療
薬
剤
の
円
滑
な
供
給
を

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
国

内
に
お
い
て
薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百

四
十
五
号
）
で
承
認
さ
れ
て
い
る
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

又
は
そ
の
随
伴
症
状
に
対
す
る
効
能
又
は
効
果
が

認
め
ら
れ
て
い
な
い
薬
剤
の
中
で
効
果
が
期
待
さ

れ
る
薬
剤
の
医
療
上
必
要
な
適
応
拡
大
を
行
う
と

と
も
に
、
海
外
で
承
認
さ
れ
た
治
療
薬
剤
が
い
ち

早
く
国
内
に
お
い
て
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

等
の
措
置
を
講
じ
、
海
外
と
の
格
差
を
是
正
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二

人
材
の
育
成
及
び
活
用

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提
供
の
た
め
に
は
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
に
関
す
る
教
育
及
び
研
修
を
受
け
、
個
別
施
策

層
の
み
な
ら
ず
多
様
な
人
間
の
性
に
つ
い
て
理
解

し
、
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
し
、
効
率
的
に
活
用

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
人
材
の
育
成

に
よ
る
治
療
水
準
の
向
上
も
重
要
で
あ
る
。
国
及
び

都
道
府
県
等
は
、
引
き
続
き
、
医
療
従
事
者
に
対
す

る
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
中
核
拠
点
病
院
及

び
エ
イ
ズ
治
療
拠
点
病
院
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
治
療
の
質
の
向

上
を
図
る
た
め
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
等
に
よ

る
出
張
研
修
等
に
よ
り
、
効
果
的
な
研
修
と
な
る
よ

う
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
地
方
ブ

ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
だ
け
で
は
な
く
、
中
核
拠
点
病
院

に
お
い
て
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
看
護
師

等
が
配
置
で
き
る
よ
う
、
看
護
師
等
へ
の
研
修
を
強

化
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

三

個
別
施
策
層
に
対
す
る
施
策
の
実
施

個
別
施
策
層
に
対
し
て
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を

提
供
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
特
性
を
踏
ま
え
た
対
応

が
必
要
で
あ
り
、
医
療
関
係
者
へ
の
研
修
、
対
応
手

引
書
の
作
成
等
の
機
会
に
個
別
的
な
対
応
を
考
え
て

い
く
こ
と
等
が
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
個
別
施
策
層
が
良
質
か
つ
適
切
な
医
療

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
感
染
の
拡
大
の
抑
制
に
も

重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
都
道
府
県
等
は
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
、
各
種
拠
点
病
院
等
に
お
い
て
検

査
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
治
療
に
関
す
る
相
談
（
情
報
提
供
を
含

む
。）の
機
会
の
拡
充
へ
の
取
組
の
強
化
を
図
る
べ
き

で
あ
り
、
特
に
外
国
人
に
対
す
る
医
療
へ
の
対
応
に

あ
た
っ
て
は
、
職
業
、
国
籍
、
感
染
経
路
等
に
よ
っ

て
医
療
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
の
提
供
に
支
障
が
生
じ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研
修

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
協
力
し
、
通

訳
等
の
確
保
に
よ
る
多
言
語
で
の
対
応
の
充
実
等
が

必
要
で
あ
る
。

四

日
常
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
保
健
医
療
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
連
携
強
化

患
者
等
の
療
養
期
間
の
長
期
化
に
伴
い
、
障
害
を

持
ち
な
が
ら
生
活
す
る
者
が
多
く
な
っ
た
こ
と
に
鑑

み
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
障
害
者
施
策
等
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
専
門

知
識
に
基
づ
く
医
療
社
会
福
祉
相
談
（
医
療
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
）
や
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
の

研
修
の
機
会
を
拡
大
し
、
医
療
機
関
や
地
域
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
等
と
連
携
し
た
生
活
相
談
支
援
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
エ
イ

ズ
治
療
拠
点
病
院
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
の
連
携
構
築
の
た

め
の
研
修
等
の
機
会
の
提
供
等
も
重
要
で
あ
る
。
ま

た
、
患
者
及
び
そ
の
家
族
等
の
日
常
生
活
を
支
援
す

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
地
域
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
の

連
携
体
制
、
社
会
資
源
の
活
用
等
に
つ
い
て
の
情
報

を
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
六

研
究
開
発
の
推
進

一

研
究
の
充
実

患
者
等
へ
の
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提
供
等
を

充
実
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
及
び
都
道
府
県
等
に

お
い
て
、
研
究
結
果
が
感
染
の
拡
大
の
抑
制
や
よ
り

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提
供
に
つ
な
が
る
よ
う
な

研
究
を
行
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
特
に
、
各
種
治

療
指
針
等
の
作
成
等
の
た
め
の
研
究
は
、
国
に
お
い

て
優
先
的
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
当
該
研
究

を
行
う
際
に
は
、
感
染
症
の
医
学
的
側
面
や
自
然
科

学
的
側
面
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的
側
面
や
政
策
的
側

面
に
も
配
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

な
お
、
研
究
の
方
向
性
を
検
討
す
る
際
に
は
、
発

生
動
向
を
踏
ま
え
、
各
研
究
班
か
ら
の
研
究
成
果
を

定
期
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

研
究
に
つ
い
て
は
、
エ
イ
ズ
発
生
動
向
の
分
析
を
補

完
す
る
疫
学
研
究
、
感
染
拡
大
の
防
止
に
有
効
な
対

策
を
示
す
研
究
、
特
に
個
別
施
策
層
に
あ
っ
て
は
、

人
権
及
び
個
人
情
報
の
保
護
に
配
慮
し
た
上
で
、
追

加
的
に
言
語
、
文
化
、
知
識
、
心
理
、
態
度
、行
動
、

性
的
指
向
、
年
齢
、
感
染
率
、
社
会
的
背
景
等
を
含

め
た
疫
学
的
調
査
研
究
及
び
社
会
科
学
的
調
査
研
究

を
、
当
事
者
の
理
解
と
協
力
を
得
た
上
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

等
と
協
力
し
、効
果
的
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

な
お
、
と
り
わ
け
、
患
者
等
の
う
ち
大
き
な
割
合
を

占
め
る
Ｍ
Ｓ
Ｍ
に
対
し
て
の
調
査
研
究
は
重
要
で
あ

る
。あ

わ
せ
て
、
長
期
的
展
望
に
立
ち
、
継
続
性
の
あ

る
研
究
を
行
う
た
め
に
は
、
若
手
研
究
者
の
育
成
は

重
要
で
あ
る
。

二

特
効
薬
等
の
研
究
開
発

国
は
、
特
効
薬
、
ワ
ク
チ
ン
、
診
断
法
及
び
検
査

法
の
開
発
に
向
け
た
研
究
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

研
究
目
標
に
つ
い
て
は
戦
略
的
に
設
定
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
研
究
の
科
学
的
基
盤
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、そ
の
た
め
に
も
、

関
係
各
方
面
の
若
手
の
研
究
者
の
参
入
を
促
す
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

三

研
究
結
果
の
評
価
及
び
公
開

国
は
、
研
究
の
充
実
を
図
る
た
め
、
各
種
指
針
等

を
含
む
調
査
研
究
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
学
識
者
に

よ
り
客
観
的
か
つ
的
確
に
評
価
す
る
と
と
も
に
、
研

究
の
性
質
に
応
じ
、
公
開
等
を
行
い
、
幅
広
く
患
者

等
か
ら
の
意
見
も
参
考
と
す
べ
き
で
あ
る
。

第
七

国
際
的
な
連
携

一

諸
外
国
と
の
情
報
交
換
の
推
進

国
は
、
政
府
間
、
研
究
者
間
及
び
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
間
の

情
報
交
換
の
機
会
を
拡
大
し
、
感
染
の
予
防
、
治
療

法
の
開
発
、
患
者
等
の
置
か
れ
た
社
会
的
状
況
等
に

関
す
る
国
際
的
な
情
報
交
流
を
推
進
し
、
日
本
の
Ｈ

Ｉ
Ｖ
対
策
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二

国
際
的
な
感
染
拡
大
の
抑
制
へ
の
貢
献

国
は
、
国
連
合
同
エ
イ
ズ
計
画（
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）

へ
の
支
援
、
日
本
独
自
の
二
国
間
保
健
医
療
協
力
分

野
に
お
け
る
取
組
の
強
化
等
の
国
際
貢
献
を
推
進
す

べ
き
で
あ
る
。

三

国
内
施
策
の
た
め
の
ア
ジ
ア
諸
国
等
へ
の
協
力

厚
生
労
働
省
は
、
有
効
な
国
内
施
策
を
講
ず
る
た

め
に
も
、
諸
外
国
に
お
け
る
情
報
を
、
外
務
省
等
と

連
携
し
つ
つ
収
集
す
る
と
と
も
に
、
諸
外
国
に
お
け

る
感
染
の
拡
大
の
抑
制
や
患
者
等
に
対
す
る
適
切
な

医
療
の
提
供
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
と
人

的
交
流
が
盛
ん
な
ア
ジ
ア
諸
国
等
に
対
し
積
極
的
な

国
際
協
力
を
進
め
る
上
で
、
外
務
省
等
と
の
連
携
が

重
要
で
あ
る
。

第
八

人
権
の
尊
重

一

人
権
の
擁
護
及
び
個
人
情
報
の
保
護

保
健
所
、
医
療
機
関
、医
療
保
険
事
務
担
当
部
門
、

障
害
者
施
策
担
当
部
門
等
に
お
い
て
は
、
人
権
の
尊

重
及
び
個
人
情
報
の
保
護
を
徹
底
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
所
要
の
研
修
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
人
権
や
個
人
情
報
の
侵
害
に
対
す
る
相
談
方
法

や
相
談
窓
口
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
も
必

要
で
あ
る
。
な
お
、
相
談
に
当
た
っ
て
は
、
専
用
の

相
談
室
を
整
備
す
る
な
ど
の
個
人
情
報
を
保
護
す
る

措
置
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
報
道
機
関
に
は
、

患
者
等
の
人
権
擁
護
や
個
人
情
報
保
護
の
観
点
に

立
っ
た
報
道
姿
勢
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
就
労
斡

旋
・
相
談
窓
口
、
企
業
の
採
用
担
当
窓
口
及
び
企
業

内
に
お
い
て
も
、
人
権
の
尊
重
及
び
個
人
情
報
の
保

護
を
徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二

偏
見
や
差
別
の
撤
廃
へ
の
努
力

患
者
等
の
就
学
や
就
労
を
始
め
と
す
る
社
会
参
加

を
促
進
す
る
こ
と
は
、
患
者
等
の
個
人
の
人
権
の
尊

重
及
び
福
利
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
の
感

染
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や
患
者
等
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
個
人
や
社
会
全
体

に
お
い
て
、
知
識
や
理
解
が
深
ま
る
こ
と
は
、
個
人

個
人
の
行
動
に
変
化
を
も
た
ら
し
、
感
染
の
予
防
及

び
ま
ん
延
の
防
止
に
寄
与
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
。
こ
の
た
め
、
厚
生
労
働
省
は
、
文
部
科
学
省
、

法
務
省
等
の
関
連
省
庁
や
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携

を
強
化
し
、
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関

す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第

七
条
に
基
づ
く
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計

画
を
踏
ま
え
た
人
権
教
育
・
啓
発
事
業
と
連
携
し
、

患
者
等
や
個
別
施
策
層
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
の
撤

廃
の
た
め
の
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を
行
う
と
と

も
に
、
偏
見
や
差
別
の
撤
廃
に
向
け
て
の
具
体
的
資

料
を
作
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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